
 
 
 
 
 
 
第 100 回 
○場 所︓神⼟交流サロン 
○時 期︓令和７年８⽉ 2８⽇ 19︓00〜21︓00 
○参加者︓委員４名 ⾏政３名 ⼀般３名 

 

第１ 村⻑あいさつ 

本⽇は第 100 回⽬となる委員会にご参加くださりありがとうございます。

酷暑が⻑く続いていますが、昨晩は、肌寒く掛け布団がいるほどでした。

私事ですが、8 ⽉に 75 歳の誕⽣⽇を迎え後期⾼齢者となりました。80 歳

まであと 5 年しかないと考えると、個⼈差はありますが、時間を⼤切に

しなくてはと思うことが多くなりました。そのためには、健康であること

が重要です。現在治療を受けていますが、回復してきて、⾷事もしっかり

摂ることができ、草刈りもできるほどです。そんななか、岐⾩県ねんりん

ピックのキックオフでは、市町村⻑が健康⻑寿への思いを五七五で書く

というイベントがあり「健康⻑寿で 楽しく⽣きて ⼈⽣バンバンザイ」

と書きました。病気があっても克服して楽しく⽣きるということを実感

しており、その⼤切さを詠いました。8 ⽉ 13 ⽇には⾼齢者独居家族の会

もあり、終末期を迎えるにあたっての⼼構えや準備についてお話ししま

した。 

災害による道路復旧⼯事（⿊淵・⼤明神）の準備を進めているなか、村内

各所では、夏祭りがあり、５つすべてに参加しました。東⽩川村がんばる

地域づくり補助⾦を利⽤し開催された「JIMO 夏祭り」も⼤盛況で、たこ

焼きを買うのに 1 時間くらい並ぶほどでした。若い⼈が頑張っているの

を実感でき、いきいきと元気な東⽩川村だと再確認しました。また、村出
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⾝の⽅から 「地元が頑張っているから⽀援したい」と寄附があったとのこ

とで、村出⾝者が⽀援、応援してくれる⼈がいる、これはとても⼒強いこ

とです。 

茶産業でも、村のお茶の交渉に来た会社がありました。抹茶ブームの影響

で、全国の産地が抹茶に切り替えており、煎茶が品薄となり、⼆番茶も⼿

に⼊りにくくなっています。煎茶の価値が上がっている状況です。 

    8 ⽉は多くのイベントが開催され、8 ⽉ 24 ⽇にも吹奏楽のイベントが

控えています。そして、9 ⽉ 14 ⽇は郷⼟歌舞伎公演、10 ⽉ 11 ⽉もイベ

ントが続きます。本委員会でも「みんなの学び合い会」を 5 回開催してい

きます。いきいきと元気な村づくりに、本⽇もよろしくお願いいたします。 

 

第２ 第 5 期美しい村づくり委員会について  

   みんなの学び合い会について事務局から説明を⾏いました。 

   メインミッションである「みんなの学び合い会」の⽬的の確認と進捗状況

の報告の後、それぞれのテーマについて話し合いを⾏いました。 

   ※添付資料、添付写真参照 

   <決定事項> 

   ・空き家利活⽤（県との共催） 

   ・野菜づくり（JA 全農） 

   ・⾃然教育（WWF,バードリサーチとの共催） 

   ・⼭の機能、⾥⼭の機能（岐⾩⼤学） 

   ・ホタルの保全（美濃加茂市三和町） 

【⼭の機能】 

・岐⾩⼤に⾏って⼤⻄教授と打合せしました。⽔・物質循環の観点から⼭・

⾥⼭の機能についてお話していただきます。先⽣は「⽔のはなし」「⼟の

はなし」という絵本も出しています。 

・⽇程は、10 ⽉ 25 ⽇（⼟）の 14 時から 16 時を予定しています。 

・場所は、はなのき別館のホールか営農相談室、どちらか迷っています。 



→ ホールがよいのでは。 

・講演は興味深い話になると思うが、広報するうえでどうしたらそれが伝わ

るか、集客をどうするかが悩みどころ。9 ⽉の⾃治会配布にチラシを⼊れ

る予定です。 

（村⻑） 

・学び合い会ということなので、興味のある⼈が集まって有意義な学びがで

きることが⼤切。「何⼈呼べた」ということを成果として考える必要はな

いですが、魅⼒を伝える広報の努⼒はしっかり⾏いましょう。 

・「えっ︖︕ 東⽩川村の⼭が、伊勢湾の⿂を育てているって本当︖」のよ

うなキャッチコピーなど。 

・村でいちばん有名な⼭はどこか︖具体的な⼭の名前を⼊れると親近感が

わくのでは。 

・⺟樹林公園、FSC®認証の森、サントリー天然⽔の森など︖以前、三重県

の漁師の⽅が来て⼭・川・海のイベントをやった。 

・親近感というなら、「うちの裏⼭」というのもありかも︖ 

・絵本「⽔のはなし」のあとがきに、クレオパトラの吐息に含まれていた⽔

分を私たちが吸っている確率は何パーセントか︖（答え︓60％）という話

がある。そういう話はワクワクする。 

・集客のアイデアとして、シリーズ全部の講演を聞いたらご褒美を出すなど。 

【村の⿃類調査報告】 

・講師都合により 11 ⽉ 1 ⽇（⼟）となりました。内容は、調査結果報告だ

けでなく、調査結果を村づくりにどう⽣かすか︖といった意⾒交換や、呼

びたい⿃の巣箱づくりなどを⾏うこともできるとのこと。 

→ アカショウビンを呼びたい。昔はいたが、最近は⾒ない。 

・場所について、はなのき別館は⽂化展の準備で使⽤できません。  

→ 鮎ヶ瀬会館がよいのでは。 

・開催時間帯は、林野関係の⼤⼈を呼ぶとしたら夜間がよいと思われるが、

中学⽣などに来てもらおうとするなら午後がよいかもしれません。 



→ 林業関係者もこのテーマなら昼間でも来るのではないか。巣箱づくり

などをするなら⼦どもも来られる昼間がよいのかもしれない。 

→ 1４時開催で講師と調整を進める。 

【空き家 DIY】 

・11 ⽉ 22 ⽇（⼟）、23 ⽇（⽇）に開催。 

【ホタル保全】 

・美濃加茂市役所の三和連絡所に話を聞きに⾏き、飼育現場なども⾒せても

らいました。 

・地域ぐるみの取組なので、守る会の会⻑だけでなく、⼩学校関係者や保護

者、⾏政など複数⼈に来てもらう話しもでました。 

・⽇程は 1 ⽉か 2 ⽉の⼟⽇祝で候補⽇を検討してもらっています。 

・⼩学校との連携や地域の⼈の⾃主的な参加、ホタルの時期に来訪者が増え

て起こったトラブル、それでも消えないホタル保全への思いなど、町づく

りの観点でも興味深い話が聞けそうです。 

・⻄洞でも以前、ホタルの時期に⾞がたくさん押し寄せ混雑したことがあっ

た。 

【野菜作り】 

・JA 全農岐⾩のアドバイザーにお願いしたところ、JA 経済センターを通し

て依頼してほしいとのとでした。 

・3 ⽉開催予定。 

・どのような内容がよいか、意⾒があれば出してほしいです。例えば、⼀般

的な⼟・肥料・農薬の話なのか、特定の野菜をとりあげて育て⽅を解説し

てもらうのか。参加者からの「こんなことに困っている」という質疑応答

の時間はぜひ設けたいと考えています。 

 

第３ 第３ 私の近況報告 

   参加者全員から近況について発⾔し対話を⾏いました。 

 



第４ 情報提供（事務局） 

・がんばる地域づくり補助⾦による JIMO 夏祭りは⼤盛況で、主催者の所

感では 400 ⼈以上が参加（プラカップを 450 個使ったことから）。⾼校

⽣が 10 ⼈ぐらいバイトで参加したそうです。 

・次回の暦くらすは 9 ⽉ 20 ⽇に植物観察。現時点で参加申し込みは 2 名。 

・現在、名古屋学芸⼤学のボランティアサークルの学⽣が来村しており、

トマトの収穫の⼿伝いやトマトジュース⼯場⾒学を体験予定。 

・視察について、年 1 回、委員会として他地域の取組の視察を⾏っていま

すが、今年度はどこに⾏くか検討したいです。⽇帰り⽚道 2 時間以内で

⾏けるところに限ります。 

→ 事務局案を提⽰し、今後も検討を続けていきます。 

 

第５ 閉会（21︓00） 
 
〈次回〉 ９⽉ 2９⽇（⽉） 19 時から 神⼟交流サロン 
 
 
 
 

 

 





以上 


